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2-3 Paton and Lit1eton (1940)の知見と因果関係
第3節 簿記観、損益計算観、そして会計観
3-1 単式簿記一棚卸法一財産法ー資産・負債アプローチ?





































































































































































































































図表3 Paton and Littleton (1940)以後による新パラダイム






4) r収益・費用アプローチjという用語は、 Patonand Littleton (1940)が自ら表現したものではない。FASB
(1976)が初めて「資産・負債アプローチJを提唱する際に、 Patonand Littleton (1940)のパラダイム(会計観)
を「収益・費用アプローチJと名付けて対比した。





















FASB (1976)は、この通説的会計観を収益・費用アプローチ (revenueand expense view)と名付
けた上で、同時に資産・負債アプローチ (assetand liability view)という会計観を提示した。
収益・費用アプローチの下では「収益・費用の測定、ならびに一期間における努力(費用)と成
果(収益)とを関連づけるための収益・費用認識時点の決定が、財務会計における基本的な測定プ


































































































































する為、財務上の資料を解釈する技術的な方式 (atechnical mode)なのである。J(Paton and 
Littleton (1940)、邦訳p.204)
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